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４ 総世帯に占める高齢者世帯の状況 

本市の総世帯数は、人口の増加などにともなって増加が続いています。 

また、「高齢者のいる世帯」と「高齢者のいない世帯」の割合を比較すると、令和

２年度（2020 年度）で、ほぼ４：６の比率となっており、世帯数はどちらも増加が続

いています。 

一方で、高齢者に関する世帯分類別の割合でみると、「高齢独居世帯」と「高齢夫

婦世帯」の割合は増加が続いていますが、「高齢者のいるその他の世帯」の割合は横

ばいからやや減少に推移しており、「高齢者のいない世帯」の割合は減少が続いてい

ます。 

 

 【総世帯数と高齢者に関する世帯数の推移】 

 
 

 
【高齢者に関する世帯の割合の推移】 

 
※総務省「国勢調査」 
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4,317 
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11,228 

12,073 
12,345 

13,201 
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5,000
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20,000

H12 H17 H22 H27 R2

高齢独居世帯数 高齢夫婦世帯数
高齢者のいるその他の世帯数 高齢者のいない世帯数

15,782
17,395

18,812
20,494

22,210
（世帯）

平成12年度 平成17年度 平成22年度 平成27年度 令和2年度
高齢者のいる世帯
　　高齢独居世帯の割合 4.8% 6.9% 6.2% 8.1% 9.0%
　　高齢夫婦世帯の割合 7.3% 8.1% 8.8% 10.6% 12.0%
　　高齢者のいるその他の世帯の割合 20.6% 20.5% 20.8% 21.1% 19.5%
高齢者のいない世帯
　　高齢者のいない世帯の割合 67.3% 64.5% 64.2% 60.2% 59.5%
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２ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の結果概要 

（１）生活機能低下リスクに関する状況 

①生活機能低下リスク該当状況の経年評価 

生活機能低下リスク該当状況を男女別にみると、コロナ禍前の前回調査（令和元年

度(2019 年度)）と比較して３ポイント以上の減少があった項目は、男女ともに「認

知機能低下」となっています。 

一方で、３ポイント以上の増加があった項目は、「女性」の「口腔機能低下」、「女

性」の「閉じこもり」となっています。 

また、「女性」の「運動器機能低下」のリスク該当割合は 15.6%で、「男性」の約

２倍となっています。 
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前回調査【令和元年度】（N=2,048） 今回調査【令和4年度】（N=2,297）
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介護を必要とする認定者数は、引き続き増加することが見込まれており、それに伴い、介護保険給
付費等も増加すると予測されます。

本市では、高齢者人口の動態などから今後も給付費は増大していくものと見込んでいます。

要支援・要介護認定者数の将来予測

総給付費の推移と予測

地域包括ケア見える化システムより

地域包括ケア見える化システムより
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②外出を控えている高齢者の状況

前回調査と比較して、外出を控えている高齢者は増加しており（前回：24.0%→今

回：39.0%）、外出を控えている要因としては、「その他」が 46.3%と最も多く、前回調

査より大きく増加しており、コロナの影響によるものが多く含まれると考えられま

す。

「その他」以外の外出控えの要因としては、「足腰の痛み」が 39.8%、「交通手段が

ない」が 17.6%、「外での楽しみがない」が 13.2%の順となっています。

また、外出を控えている高齢者のうち、「外での楽しみがない」高齢者の割合は女

性よりも男性が高く、特に 85歳以上の男性に高い傾向がみられています。
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耳の障がい（聞こえの問題など）

目の障がい

外での楽しみがない
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交通手段がない

その他

外出控えの要因の経年評価

前回調査【令和元年】（N=2,048） 今回調査【令和4年】（N=2,297）
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 本市では、介護予防本来の目的（生活機能を回復させ自分らしい暮らしを継続する）に立ち返り、従来
の画一的な介護予防サービスから地域のニーズに合ったサービスの構築、対象範囲の拡大を実施します。

 介護予防・日常生活支援総合事業の提供体制の構築・拡充を図っていくことで、高齢者の生活習慣病
重症化による入院を予防し、高齢者が要介護状態となることをできる限り遅らせ、住み慣れた地域で安心
して暮らし続けることができる仕組みを構築します。

※介護予防サービス・介護サービス提供の全体像として、縦軸に介護の必要性（上に行くほど介護度が高い）と、横
軸にサービス提供者（右に行くほど専門性が高い）という２軸を用いることで、高齢者がどういう状態になった時に、
どのようなサービスを利用することができるのかを分かりやすく示しています。

合志市介護予防・日常生活支援総合事業

高

低

住民主体・
ボランティア

（自助・互助）

専門的・
行政サービス
（共助・公助）

サービスの性質

一般高齢者

要支援１～２

要介護１～５
介護保険サービス

予防給付
サービス

総合事業対象者

介護予防・生活支援サービス
現行相当
サービス

（訪問・通所）

訪問型A（元気応援サポート）
通所型A（さわやかデイサービス）

訪問型C・通所型C
（こうし元気クラブ）

※短期集中型

ぽっかぽかサポート

地域の趣味活動
老人クラブ

一般介護予防事業

在宅福祉
サービス

・安心確保
・食の自立

など

生きがいづくり教室

介護予防教室
脳活き生き教室
地域巡回介護予防教室
介護予防把握事業
地域リハビリテーション活動支援事業

多様な通いの場
サロン

保健事業と介護予防の
一体的実施
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一体的実施・KDB活用支援ツールによる
高齢者保健事業対象者の抽出と

専門職によるアウトリーチ
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